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上
目
は
姓
名
を
記
す
に
足
る
こ
桑
語
し
だ
古
人
も
あ
る
が
成
ら
う
こ
・
こ
な
ら
湛
日
は
う
ま
く
書
き
た
い
も
の
で
あ
る
°
然

し
幼
少
の
頃
か
ら
ペ
ン
や
鉛
筆
を
使
ぴ

m"
さ
れ
た
吾
々
は
、
到
庭
古
人
の
や
う
に
筆
は
使
ひ
こ
な
せ
ぬ
、
よ
し
及
ば
な
い

に
し
て
も
古
人
の
風
却
叫
を
學
ん
で
暫
ら
く
現
泄
を
離
脱
す
る
こ
マ
J

が
で
き
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
ー
つ
の
築
み
で
あ
ら
う
。

私
は
青
年
時
代
か
ら
史
學
に
深
い
趣
味
セ
持
ち
、
そ
れ
に
闊
す
る
書
籍
や
、
人
物
の
偵
紀
な
ざ
を
愛
讀
し
、
老
年
の

今
日
も
猶
且
つ
暇
さ
へ
あ
れ
ば
、
こ
の
著
作
に
讀
み
耽
つ
て
を
り
よ
す
。
っ
く

l
＼
ご
思
ひ
ま
す
に
、
我
が
皇
室
に
お

か
せ
ら
れ
て
は
、
御
脈
代
い
づ
れ
も
叡
明
に
わ
た
ら
せ
ら
れ
た
こ
y
J

は
、
申
す
迄
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
ま
た

此
の
明
君
を
輔
け
、
皇
室
の
御
総
め
、
我
國
の
た
め
、
國
民
り
た
め
、
盛
作
さ
れ
た
'
’
ー
ー
國
家
に
功
勢
の
あ
っ
た
賢
相

名
臣
は
、
決
し
て
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
我
國
三
千
年
の
歴
史
を
通
じ
て
、
古
今
に
優
越
し
た
る
一
大
人

格
者
|
ー
い
づ
れ
の
貼
か
ら
見
て
も
，
少
し
も
鋏
黙
を
見
出
だ
せ
な
い
大
人
格
者
は
誰
で
あ
る
か
さ
問
は
れ
ま
し
た
ら
、

義

公

水

戸

光

例

卿

宗
の
青
も
堡
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

江

崎 一
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側
近
に
侍
し
た
井
上
玄
桐
の
筆
記
に
よ
れ
ば
、

私
は
即
座
に
我
が
義
公
水
戸
光
閾
卿
そ
の
人
で
あ
る
ご
答
へ
る
に
躊
躇
い
た
し
ま
せ
ん
。
八
ム
は
恐
ら
へ
今
古
を
通
じ
て

の
第
一
人
者
で
は
な
い
か
こ
、
私
は
姓
に
晰
定
し
た
い
マ
J

思
ひ
ま
す
。

古
往
今
水
、
英
雄
、
豪
傑
、
逹
人
の
士
は
、
文
事
に
、
武
事
に
、
政
事
に
、
随
分
多
い
の
は
申
す
迄
も
あ

b
ま
せ
ん

が
、
文
事
あ
る
も
の
は
武
に
乏
し
く
、
武
あ
る
も
の
は
文
事
に
晦
く
、
ま
だ
政
治
家
マ
J

し
て
隆
々
の
名
が
あ
っ
て
も
、

徳
行
節
操
の
こ
れ
に
伴
ふ
も
の
は
、
殆
ぐ
J

超
無
マ
J

巾
し
て
も
宜
い
程
で
あ
り
ま
す
°
然
る
に
我
が
義
公
光
固
卿
こ
そ
は

賓
に
此
の
間
に
於
け
る
亭
々
た
る
巨
樹
マ
J

し
て
天
に
翁
わ
た
る
の
観
が
ご
ざ
い
ま
す
。
公
が
曲
露
去
の

H
ま
で
始
終
そ
の
一

「
公
は
學
六
秘
セ
綜
べ
、
オ
庶
物
に
周
く
、
忠
廟
党
を
輔
け
、
恩
封
戦
に
濡
ひ
、
孝
友
家
族
に
篤
く
、
信
義
交
遊
に
伸

び
、
嫡
庶
の
分
セ
正
し
、
進
退
の
機
を
審
に
し
、
葬
色
に
溺
れ
{
か
、
議
依
に
戒
は
す
ヽ
斯
の
如
き
徳
兼
備
し
給
へ
ぱ

普
通
の
英
雄
に
比
等
巾
す
べ
き
に
あ
ら
す
、
賢
人

Jゞ

喚
奉
る
こ
も
愧
べ
か
ら
ざ
る
か
」

と
あ

b
ま
す
。
ま
た
彼
の
朱
舜
水
が
、
そ
の
細
人
の
陳
遵
之
に
典
へ
た
事
自
中
に

r
上
公
盛
穏
、
仁
武
聰
明
、
博
雅
従
諌
弗
嘴
、
古
今
竿
打
」

1

六

ご
申
し
て
居
り
ま
す
の
を
見
て
も
、
公
の
人
マ
J

捻
り
の
一
班
を
卸
る
こ
ご
が
出
来
よ
う
こ
思
ひ
ま
す
。

文
事
に
於
け
る
公
は
、
國
學
に
、
漢
學
に
、
そ
の
蘊
奥
を
究
め
ら
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
武
術
も
そ
の
十
入
般
に
＿
旦

b
て
殆
ご
究
め
ら
れ
ざ
る
も
の
も
な
い
程
で
あ

b
ま
し
た
が
、
公
は
太
平
の
世
に
其
の
生
を
享
け
ら
れ
た
た
め
に
、
武



事
に
闊
す
る
こ
こ
は
、
文
事
に
比
し
て
順
は
さ
る
ぷ
機
會
が
な
が
っ
た
の
で
こ
ざ
い
ま
す
0

私
は
荘
に
再
び
巾
し
ま
せ

う
、
公
の
忠
、
公
の
孝
、
公
の
義
、
公
の
悌
、
而
し
て
公
の
信
、
こ
の
五
つ
を
、
公
の
如
く
完
全
に
そ
の
身
に
具
備
し

た
人
が
、
古
末
果
し
て
幾
人
あ
b
ま
し
た
で
せ
う
か
、
こ
の
訥
、
賓
に
私
が
公
を
以
て
天
下
の
第
一
人
者
ご
申
す
所
以

一
々
こ
れ
を
通
べ
造
す
こ
ご
は
、
到
底
出
末
ま
せ
ん
f
—
ー
で
、
私
は
左
に
私

が
特
に
成
し
た
―
二
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
ご
存
じ
ま
す
。
由
末
、
公
の
事
踏
セ
害
き
記
し
た
も
の
は
、
な
か

l
¥

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
藩
時
代
に
て
は
、
公
が
油
空
去
の
翌
年
、
粛
公
の
命
を
承
け
て
、
僑
臣
安
積
澄
泊
、
中
村
崖
淡
、

栗
山
清
鋒
、
酒
泉
竹
軒
の
人
々
が
、
協
議
編
述
し
た
「
義
公
行
宵
」
一
1

一
木
之
幹
が
富
田
消
貞
、
牧
野
知
高
等
に
共
に
編

纂
し
た
『
桃
源
遺
事
」
公
が
曲
霧
去
の
其
日
ま
で
終
始
近
侍
し
て
ゐ
た
井
上
女
桐
が
常
時
目
撃
見
聞
し
だ
事
寅
を
筆
記
し

て
安
積
灌
泊
に
送
っ
た
「
玄
桐
筆
記
」
そ
れ
に
中
村
箪
漢
の
「
義
公
遺
事
」
安
積
滑
泊
の
温
西
山
逍
事

(m匹
『
＂
）
」
が

あ
り
、
降
つ
て
小
宮
山
楓
軒
が
一
二
十
五
部
の
書
を
引
證
し
て
遠
作
し
た
マ
J

い
ふ
＇
「
義
公
年
譜
」
な
ぐ
ピ
の
り
ま
し
て
、
い

づ
れ
も
公
の
行
宵
を
紐
る
上
に
最
も
信
憑
す
べ
き
も
の
で
あ
る
マ
J

思
ば
れ
ま
す
0

ま
た
此
の
以
外
に
は
、
佐
々
十
竹
の

「
＋
竹
齊
筆
記
」
安
藤
年
山
の
「
年
山
記
聞
」
久
方
蘭
漢
の
「
久
方
定
明
見
聞
録
」
小
山
宮
楓
軒
の
「
水
城
金
鑑
」
ユ
昔

餡
得
聞
」
立
腹
翠
軒
の
「
西
山
遺
聞
」
『
郷
棠
逍
聞
』
高
倉
胤
明
の
「
西
山
逍
事
」
「
里
老
維
話
」
そ
れ
か
ら
「
人
見
維

記
」
武
林
唸
見
録
」
「
常
山
文
集
」
「
常
山
詠
草
」
「
西
山
随
筆
」

r
初
姦
沖
遺
事
」
「
源
流
綜
貰
「
史
館
藉
話
」
『
憲
廟
宵
録
」

公
の
一
代
の
事
蹟
に
つ
き
ま
し
て
は
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
六



『
聾
猛
加
水
戸
義
き
矢
田
勇
著

し
た
も
の
は

略
側
は
、

に
闊
す
る
事
蹟
を
記
述
し
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
太
平
年
表
』
「
績
王
代
一
覧
」
「
弘
賢
覺
謳
自
」
「
新
著
聞
集
」
「
翁
草
」
「
水
戸
紀
年
」
「
野
史
纂
略
」
な
ぐ
」
は
、
皆
、
公

以
上
の
文
獄
の
う
ち
、
私
の
通
讀
し
た
も
の
は
、
僅
に
「
義
公
行
寅
」
「
桃
源
遺
事
』
『
西
山
逍
事
』
そ
の
外
二
三
種

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
に
は
『
名
牌
言
行
録
」
「
滸
翰
譜
」
「
H
本
人
名
僻
背
」
「
國
史
大
字
典
」
等
に
掲
載
さ
れ
た

一
通
り
讀
ん
で
見
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
明
治
以
降
に
於
け
る
公
に
闊
す
る
著
書
で
、
私
の
親
し
く
寓
目
し
ま

『
水
戸
義
公
偵
」

豆
水
戸
學
」

佐
藤
進
著
（
謬
暉
厨
年
）

高
橋
義
雄
著
（
腔
髯
）

「
水
戸
學
新
研
究
」
雨
谷
毅
著

「
義
公
略
偲
」
（
翌
年
疇
四
ば
）

な
ざ
で
、
此
の
う
ち
矢
田
、
雨
谷
、
雨
氏
の
著
及
び
記
念
會
出
版
物
の
一
一
一
種
は
、

い
づ
れ
も
公
が
生
誕
一
―
-
F
日
年
記
念
祭

に
際
し
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
是
等
の
著
書
は
、
前
掲
諸
害
を
楚
酌
記
述
せ
ら
れ
、
そ
の
著
者
に
よ

b
て
多
少
の
観
察

黙
を
異
に
し
た
所
も
あ
h
ま
す
が
、
そ
の
主
要
貼
に
到
し
て
は
殆
ん
ざ
皆
一
致
し
て
居
り
ま
す
。

ー
さ
て
我
が
義
公
に
開
す
る
多
く
の
事
蹟
の
う
ち
で
、
抑
も
何
が
一
番
大
き
い
事
か
さ
申
せ
ぱ
、
何
マ
J

い
つ
て
も
大
日

ご^―――



~
 

々

本
史
の
箸
述
で
、
七
十
一
二
年
の
公
の
生
涯
の
う
ち
、
公
が
最
も
心
血
を
戦
が
れ
た
の
は
、
こ
の
事
業
で
こ
ざ
い
ま
す
3

現
に
そ
の
営
時
の
皇
統
は
北
朝
に
お
は
し
た
が
た
め
、
公
が
直
筆
せ
ら
れ
る
こ
y
J
を
危
み
、
こ
れ
を
強
諫
し
た
侍
臣
も

あ
り
ま
し
た
程
で
、
貨
際
、
公
の
決
心
は
非
常
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
即
ち
「
天
下
我
を
知
る
も
此
の
書
に
あ
b
‘

天
下
我
を
罪
す
る
も
亦
こ
の
壽
に
あ
b
』
こ
の
堅
き
信
念
の
下
に
、
杵
し
此
の
害
の
た
め
に
如
何
な
る
憂
目
に
遣
ふ
こ

翌J

が
あ
る
ビ
も
、
更
に
厭
ふ
所
で
な
い
マ
」
、
斯
々
乎
た
る
大
決
心
を
以
て
、
そ
の
事
業
に
従
事
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
言

の
公
朋
、
そ
の
行
の
正
大
、
全
く
天
下
萬
世
の
亀
鑑
た
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

翡
脊
本
史
は
、
泉
肌
以
降
朋
徳
（
麟
五
誌
）
に
至
る
ま
で
、
上
下
二
千
載
に
渉
り
、

H
録
三
怨
、
修
史
例
、

引
用
害
目
各
一
怨
、
本
紀
七
十
三
怨
、
后
妃
偵
十
二
巻
、
泉
子
偲
十
四
怨
、
皇
女
偵
六
怨
‘
群
臣
偵
七
十
三
塔
、
朋
軍

偲
八
葵
鼎
軍
家
族
偲
四
巻
、
朋
軍
家
臣
偲
二
十
一
一
巻
、
文
學
偲
五
怨
、
歌
人
偵
四
怨
、
孝
子
義
烈
烈
女
隠
流
方
伎
の

五
偲
各
一
怨
、
叛
臣
偲
四
怨
、
逆
臣
偲
一
怨
、
諸
番
偲
十
二
巻
、
合
せ
て
二

Fu四
十
三
怨
の

H
軟
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
之
を
編
纂
す
る
に
際
し
、
公
は
如
何
に
大
な
る
努
カ
マ
J

苦
心
ご
を
以
て
せ
ら
れ
た
か
、
如
何
に
長
き
歳
月

Jゞ

多
大
の

勢
費
マ
J

を
支
彿
は
れ
た
か
は
、
賓
に
想
像
に
餘
り
あ
る
次
第
で
、
そ
の
材
料
の
蒐
集
、
捜
索
に
は
及
ぶ
限
b
の
カ
セ
致

さ
れ
た
ば
か
b
で
な
く
、
そ
の
集
b
末
っ
た
典
籍
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
同
セ
到
照
し
、
正
偽
を
校
訂
し
、

考
證
し
て
殆
ざ
逍
訓
な
き
こ
y
」
を
期
し
、
か
く
て
直
筆
大
書
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
現
に
水
戸
彰
考
館
の
文
庫
に
保
存
さ

れ
つ
>
あ
る
此
の
大
H
本
史
の
原
稿
を
、
先
年
私
は
親
し
（
同
文
庫
に
就
き
邦
見
致
し
ま
し
た
が
、
幾
度
も
其
稿
を
改

1

六
四
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六
五

め
ら
れ
、
且
つ
い
づ
れ
も
朱
筆
を
以
て
其
の
文
稿
を
胴
止
さ
れ
た
も
の
で
、
公
み
づ
か
ら
筆
を
執
つ
て
斧
正
せ
ら
れ
た

所
も
少
く
は
あ
り
ま
サ
ん
で
し
た
。
宜
際
ま
た
公
は
、
そ
の
編
纂
に
就
き
、
み
づ
か
ら
儒
臣
を
指
闘
せ
ら
れ
た
の
み
で

な
く
、
そ
の
賂
し
き
参
考
害
類
を
も
一
々
眼
を
通
さ
れ
、
各
儒
臣
か
分
搬
起
草
し
た
も
の
も
、
悉
く
み
づ
か
ら
検
閲
加

筆
さ
れ
、
幾
度
か
其
の
稿
を
改
め
る
よ
う
命
せ
ら
れ
た
こ
ビ
も
明
腺
に
推
断
さ
れ
る
の
で
あ
b
ま
す
し
斯
の
如
き
次
第

で
、
大
H
本
史
は
尋
常
一
様
oJ
歴
史
の
編
纂
こ
は
全
く
其
選
を
異
に
し
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
此
の
大
日
本
史
は
、
公
の
在

ilt中
に
は
本
紀
も
列
偵
も
前
未
だ
完
成
す
る
こ
ご
が
出
末
す
、
公
の
曲
辱
去
後

十
六
年
、
即
ち
正
徳
六
年
（
四
竺
翌
猛
）
に
至
り
て
始
め
て
完
成
し
た
も
の
で
、
水
戸
家
四
應
羹
（
翌
）
の
時
に
全

部
繕
寓
し
て
、
椴
に
ぷ
大
H
本
史
」
マ
J

い
ふ
名
で
、
廂
府
に
獣
納
さ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幕
府
で
は
大
H
本
史
が

南
朝
を
正
統

Jゞ

立
て
ヽ
あ
る
に
、
営
時
の
天
皇
は
北
朝
の
系
統
に
お
は
す
の
を
以
て
、
朝
廷
の
忌
諒
に
網
れ
る
こ
こ
を

恐
れ
、
此
の
書
を
京
都
に
差
上
げ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、

そ
の
上
梓
を
さ
へ
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
0

然
る

に
朝
廷
に
於
て
は
、
却
つ
て
一

H
も
早
く
進
獣
あ
ら
ん
こ
ご
を
望
ま
せ
た
ま
ふ
御
内
慈
が
朋
か
に
伺
は
れ
ま
し
た
か
ら
、

幕
府
も
已
む
を
得
す
上
梓
を
許
す
こ
ご
ヽ
し
、
文
化
六
年
（
四
竺
恥
杓
蒜
）
に
至
り
、
公
の
五
世
の
孫
治
紀
（
輝
包
は
、
本

害
に
大
H
本
史
笠
題
す
る
勅
許
を
請
ひ
得
て
、
翌
七
年
（
四
竺
松
芦
五
）
二
月
、
刻
板
二
十
六
怨
セ
朝
廷
へ
獣
納
に
及
び

ま
し
た
の
で
、
光
格
天
泉
じ
は
之
を
嘉
納
あ
ら
せ
ら
れ
、
左
の
通
り
の
優
据
な
る
勅
誰
セ
賜
は
っ
た
の
で
あ

b
ま
す
。

「
導
掟
國
史
、
博
考
禁
籍
、
為
一
大
部
之
書
、
昭
代
之
美
事
、
堂
構
之
業
、
勤
勢
可
想
、
撫
字
之
暇
、
宜
相
績
卒
業
」



さ
て
我
が
義
公
が
修
史
の
大
目
的
は
何
で
あ
っ
た
か
ご
申
せ
ば
、
皇
統
を
正
し
、
君
臣
の
分
を
明
か
に
し
、
鑑
戒
を

後
の
世
に
垂
れ
よ
う
こ
さ
れ
た
も
の
で
、
皇
統
の
正
間
を
別
つ
に
は
一
一
一
種
の
紳
器
の
あ
る
所
を
以
て
正
統
の
所
在
マ
J

定

め
、
た
マ
J

ひ
天
下
の
宜
櫂
を
掌
捉
せ
ら
れ
て
も
、
践
肺
し
て
胤
宗
の
紳
器
を
承
け
さ
せ
ら
れ
ぬ
場
合
は
、
御
歴
代
に
加

ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
マ
」
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
公
は
此
の
見
地
か
ら
、
紳
功
皇
后
は
践
肺
さ
れ
す
、
唯
振
政
に
お
は

せ
し
た
め
、
天
皇
の
御
序
次
か
ら
省
い
て
后
妃
偲
の
中
に
列
す
る
こ
こ
ヽ
し
、
ま
だ
其
の
常
時
ま
で
御
歴
代
よ
り
除
か

れ
て
あ
っ
た
天
塁
大
友
（
豆
疇
邸
窪
麟
望
）
は
、
帥
器
を
承
け
て
帝
位
に
帥
か
れ
し
ゅ
ゑ
、
天
智
天
皇
の
次
に
列
す
る
こ

ご
ド
し
、
談
路
磨
帝
（
立
聾
五
野
琵
）
y
J

九
條
廣
帝
（
悶
麟
廷
酎
叶
這
）
こ
を
御
歴
代
に
列
す
る
こ
こ
A

し
、
安
極
天
皇
は
肺

器
を
擁
し
て
西
海
に
幸
せ
ら
れ
し
こ
マ
J

ゆ
ゑ
、
正
統
ご
認
め
、
紳
器
京
都
に
遠
る
に
及
び
後
鳥
邪
天
皇
を
正
統
こ
認
め
、

南
北
朝
ビ
な
っ
て
は
、
紳
器
が
吉
野
に
あ
る
た
め
南
朝
を
正
こ
し
、
京
都
の
北
朝
を
閏
ご
認
め
る
の
で
あ
b
ま
す
が
、

し
た
の
で
こ
ざ
い
ま
す
。

ミ
是
れ
宵
で
公
の
漉
辱
去
後
一
百
十
年
目
の
こ
こ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
七
世
の
孫
齊
昭
（
年
）
の
時
こ
な
っ
て
、
紀
傭

を
補
修
し
、
全
部
刻
板
し
て
朝
廷
及
び
幕
府
に
猷
納
し
、
且
つ
廣
く
之
セ
天
下
に
頒
つ
こ
ビ
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
、
恨
に
行
は
れ
て
ゐ
る
本
紀
列
偲
は
即
ち
是
れ
で
、
此
害
の
全
部
校
刻
を
終
つ
た
の
は
嘉
永
四
年
（
四
竺
訊
丑
一
紐
）
で

義
公
の
曲
辱
去
後
貨
に
一
百
五
十
年
目
に
嘗
る
の
で
あ

b
ま
す
。
か
く
て
明
治
年
間
に
至

b
、
志
表
も
完
成
し
、
公
が
最

初
大
＂
本
史
の
編
寡
に
沿
手
さ
れ
て
か
ら
約
二
百
五
十
年
に
し
て
、
紀
偲
、
志
表
、
全
部
一
二
百
九
十
七
怨
が
悉
く
大
成

一
六
六



一
六
七

針
立
五
十
餘
年
、
後
魯
山
天
皇
の
朝
に
至
り
、
南
北
の
講
和
成
立
し
、
神
器
を
後
小
松
天
皇
に
議
ら
れ
て
か
ら
、
皇
統

一
に
蹄
し
た
の
で
、
大
H
本
史
の
筆
は
荘
に
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
長
慶
天
皇
は
南
朝
後
村
上
天
皇

の
後
を
承
け
、
御
帥
位
あ
ら
せ
ら
れ
、
後
に
皇
太
弟
後
編
lh
天
皇
に
御
譲
位
あ
っ
た
こ
こ
を
、
諸
書
を
引
川
し
、
適
確

に
之
を
認
め
て
御
歴
代
に
列
せ
ら
れ
た
る
な
ざ
、
そ
の
調
査
の
周
到
に
し
て
千
古
に
冠
絶
し
た
る
卓
見
ご
し
て
、
洵
に

敬
服
に
堪
へ
ざ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
0

此
の
大

H
本
史
が
公
列
さ
れ
て
以
降
、
我
が
皇
統
並
に
南
北
雨
朝
の
正
閏
に

闊
す
る
國
論
が
全
く
一
致
し
た
の
で
、
明
治
維
新
後
に
て
は
、
繕
て
之
を
基
こ
し
て
定
め
ら
れ
た
如
く
、
今
日
の
塁
統

譜
も
皆
こ
の
大

H
本
史
ご
合
致
し
て
を
り
ま
す
。
そ
し
て
長
慶
天
皇
も
、
昭
和
の
大
御
代
ご
な
っ
て
種
々
調
査
の
結
果

終
に
御
歴
代
の
中
へ
御
加
へ
に
な
っ
た
次
第
で
、
こ
れ
で
息
統
譜
・
こ
大
日
本
史
こ
は
全
然
一
致
す
る
こ
こ
A

な
っ
た
の
一

公
は
斯
る
見
地
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
楠
木
正
成
を
忠
臣
ご
認
め
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
甚
し
き
は
北
朝
の
天
子
に
弓
を

攣
い
た
る
も
の
こ
し
て
賊
臣
こ
さ
へ
呼
ぶ
も
の
、
あ
っ
た
の
を
漑
し
、
公
は
南
朝
を
以
て
正
統
の
天
子
こ
認
め
、
こ
の

天
皇
に
到
し
粉
骨
盪
身
の
滅
セ
叢
し
た
る
正
成
を
以
て
無
二
の
忠
臣
マ
J

し
、
し
か
も
そ
の
正
成
の
慕
表
が
未
だ
勒
せ
ら

れ
て
な
い
の
を
遺
懺
＜
J

し
、
遥
々
侍
臣
を
津
國
湊
川
に
遣
は
し
、
揖
河
泉
ー
ニ
州
の
石
を
以
て
碑
を
建
て
、
埴
を
作
b
、

み
づ
か
ら
筆
を
援
い
て
碑
面
に
「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
の
入
字
を
題
し
、
そ
の
碑
の
裏
面
に
は
曾
て
朱
舜
水
が
加
州

前
田
侯
の
た
め
に
選
ん
だ
「
楠
公
賛
』
の
一
文
を
、
京
都
の
人
岡
村
文
春
に
書
か
せ
て
、
こ
れ
を
彫
刻
さ
せ
た
ば
か
り

で
こ
ざ
い
ま
す
。



を
標
註
し
、

そ
れ
ら
の
背
籍
に
は
、

で
れ
く
、
そ
の
塔
中
の
石
棺
に
一
面
の
圃
鏡
セ
蔵
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
コ
楠
正
成
遜
、
源
光
．
園
作
之
」
ご
刻

み
込
ま
れ
て
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
其
の
碑
を
建
て
た
附
近
に
敗
畝
の
田
を
購
ひ
、
こ
れ
を
廣
巌
寺
の
僧
千
巖
に
興

へ
て
香
培
の
料
に
充
て
ら
れ
だ
の
で
し
た
，
そ
の
碑
は
今
、
神
戸
湊
川
神
社
り
撹
内
に
現
＃
し
て
ゐ
る
こ
マ
こ
は
、
夙
に

人
々
の
熱
畑
せ
ら
れ
る
こ
こ
ろ
で
す
0

こ
の
以
外
、
義
公
が
皇
室
セ
諄
崇
さ
れ
た
事
蹟
、
並
に
公
が

H
常
の
動
作
に
顕

は
れ
だ
事
柄
は
少
な
く
あ

b
ま
せ
ん
が
、
今
、
荘
で
は
其
の
纏
て
を
省
略
す
る
こ
マ
J

A
致
し
ま
す
。

公
が
大
11
本
史
を
編
修
さ
れ
た
間
に
、
他
の
多
く
の
書
籍
セ
も
編
纂
校
訂
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
中
に
も
「
禍
儀

類
典
」
「
扶
桑
拾
葉
集
」
「
繹
函
葉
媒
」
な
ざ
は
、
最
も
有
盆
な
大
著
で
、
こ
の
「
秤
萬
葉
集
」
は
僧
焚
沖
を
し
て
注
せ

し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
こ
も
世
間
の
周
知
の
こ
こ
で
あ

b
ま
す
。
公
は
ま
た
「
釘
事
本
紀
」
「
古
事
記
」
「
H
本
書
紀
」

「
績
日
本
記
」
「
紺
11
本
後
記
」
「
文
徳
宜
鎌
」
「
一
二
代
宵
録
」
の
既
刊
本
に
あ
る
諜
謬
を
訂
し
、
諸
書
を
塗
考
し
て
異
同

一
々
み
づ
か
ら
践
文
を
作
り
、
こ
れ
を
害
き
入
れ
、
凡
て
江
月
の
昌
平
準
合
に
臓

め
ら
れ
た
こ
の
こ
・r
」
で
あ
り
ま
す
。
公
は
其
一
代
の
う
ち
に
、
編
集
、
増
補
、
校
訂
さ
れ
た
書
目
は
、
「
桃
源
遺
事
」
の

中
に
次
の
通
り
多
敷
列
記
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

「
大H

本
史
」
「
韓
俵
類
典
〗
疇
」
五
百
巻
、
「
扶
桑
拾
葉
阻
一
二
十
巻
、
「
南
朝
事
跡
」
「
保
元
平
治
物
語
奏
考
」
「
田
村

九
事
跡
考
」
「
源
平
盛
衰
記
二
「
同
姿
考
」
「
楠
記
事
」
ぶ
舛
水
文
集
」
「
太
平
記
参
考
」

7
新
撰
年
中
行
事
」
「
神
道
集

成
」
「
成
憲
摘
要
」
「
歴
代
大
臣
考
，
一
「
函
葉
梨
解
し
「
月
卿
初
任
」
「
鎌
倉
H
記
」
「
新
編
鎌
倉
志
」
ュ
記
録
年
代
考
「
系

一
ふ
ハ
入



名
春
を
記
念
せ
ら
れ
た
の
で
あ
b
ま
す
。

「
祠
堂
時
祭
諺
解
」
「
媒
祭
諺
解
」
「
朱
子
談
綺
」
「
文
苑
維
纂
」

一
六
九

譜
補
」
「
諸
記
年
月
考
」
―
H
次
記
考
證
」
「
花
押
藪
」
「
恨
終
日
録
」
「
草
露
貰
珠
」
「
新
撰
文
集
rlm録
」
「
新
撰
詩
集
”

皿
録
」
「
水
城
宜
録
」
「
常
陸
國
誌
」
「
家
乗
H
録
」
「
視
賂
H
録
」
「
沈
張
藤
詩
文
疇
塁
」
「
張
非
文
筆
語
」
「
遂
奄
詩
稿
」

「
霞
池
省
奄
手
簡
」
「
六
國
史
」
「
和
漢
松
梅
百
題
」
「
同
採
餘
」
「
都
氏
文
集
」
「
保
寓
文
集
」
「
洪
武
正
韻
」
「
萬
葉
集

句
」
両
萬
葉
目
安
」
「
山
吹
日
記
」
「
新
撰
近
代
帝
系
」
「
近
代
諸
士
博
略
」
「
甲
寅
紀
行
」
「
諸
國
土
宜
備
考
」
「
西
行

維
録
」
「
南
行
維
録
」
「
績
南
行
維
録
」
「
又
絨
南
行
維
録
」
「
金
澤
欽
餘
残
編
」
「
和
閣
繹
語
し
「
維
録
上
口
法
纂
要
」
「
致

祭
儀
節
L

「
桑
鮮
筆
語
」
ぶ
璃
龍
蒐
誌
纂
し
「
禍
栗
疎
膵
莫
儀
」
「
啓
挫
公
祠
祀
」
「
繹
莫
低
諺
解
」
「
改
定
議
註
諺
解
」

公
は
又
湖
命
を
奉
し
、
詩
歌
の
作
セ
上
つ
ら
れ
た
こ
マ
J

が
度
々
ご
ざ
い
ま
し
て
、
御
西
天
自
来
の
ぶ
手
朝
遠
望
」
こ
い
ふ

勅
題
に
封
し
、
三
甘
の
律
詩
ャ
賦
し
て
上
り
、
ま
た
延
賓
入
年
応
鱈
琴
懸
喜
）
に
は
「
扶
桑
拾
葉
集
」
を
繕
寓
し
、
表

を
上
つ
て
後
西
天
皇
に
獣
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
天
臭
は
こ
れ
に
「
扶
桑
拾
葉
集
」
の
名
を
賜
ぅ
て
、
勅
撰
に
淮
せ
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
ず
°
ま
た
天
和
元
年
（
饂
竺
畝
石
）
に
は
年
翠
元
天
皇
の
詔
を
邦
し
、
「
鳳
足
硯
銘
」
を
作
っ
て
之
を
上
り

帝
は
窟
翰
セ
賜
う
て
御
嘉
買
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
哀
翰
の
中
に
「
備
武
兼
文
絡
代
名
士
」
の
御
句
の
あ
り
ま

し
た
の
を
、
公
は
深
く
之
セ
難
有
き
御
事
マ
J

し
、
此
の
文
字
を
裟
刻
し
た
問
ギ
早
を
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
だ
0

即
ち

四
角
の
印
材
の
中
央
に
「
勅
賜
」
の
二
字
、
右
方
に
ぶ
皿
武
兼
文
L

左
方
に
「
絶
代
名
士
」
の
文
字
を
配
し
、
長
く
其



ま
た
公
が
智
勇
の
程
を
顕
は
さ
れ
た
事
蹟
は
随
分
に
多
く
、
八
ム
が
致
仕
後
．
六
十
七
歳
の
時
、

か
の
藤
井
紋
太
夫
を
手

刃
せ
ら
れ
た
こ
ご
な
ざ
は
其
の
一
つ
で
、
老
い
て
も
其
意
氣
が
衰
へ
す
、
そ
の
思
慮
深
き
態
度
｀
沈
着
な
欅
措
に
至
っ

て
は
、
宜
に
簸
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
延
に
敬
服
す
べ
き
は
公
の
心
事
の
公
明
正
大
な
こ
ご
で
あ
り
ま
す
，

公
が
手
に
か
け
ら
れ
た
紋
太
夫
に
は
、
妻
及
び
遺
兒
（
詞
5
)
が
あ
b
ま
し
た
の
で
、
有
司
は
是
等
家
族
を
慮
置
し
よ
う
こ

し
ま
し
た
に
、
公
は
之
セ
留
め
:
本
人
は
罪
あ
b
て
其
罰
を
受
け
た
が
、
そ
の
妻
子
に
は
何
等
の
罪
は
な
い
0

我
に
敵

到
も
や
せ
ん
こ
の
考
へ
か
ら
、
其
方
北
（
は
心
を
配
る
の
で
あ
ら
う
が
、
能
く
聞
け
よ
、
む
か
し
大
舜
は
絲
を
誅
せ
ら
れ

し
も
、
絲
の
子
の
両
は
舜
に
仕
へ
て
二
心
セ
挟
ま
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
さ
れ
ば
罪
あ
り
て
父
の
誅
せ
ら
れ
た
の
を
、

ざ
う
し
て
其
の
主
を
恨
む
こ
ご
が
あ
ら
う
°
若
し
予
に
し
て
彼
等
に
討
た
る
ヽ
程
の
事
運
な
ら
ば
、
外
に
も
災
に
逢
う

で
あ
ら
う
ぞ
0

構
へ
て
彼
等
を
殺
し
て
は
な
ら

g
」
ご
厳
し
く
命
せ
ら
れ
た
の
で
、
紋
太
夫
の
妻
子
は
後
難
な
く
、
親

類
に
預
け
ら
れ
、
且
つ
安
ん
じ
て
親
、
夫
の
菩
提
を
弔
ふ
こ
マ
J

が
出
末
た
の
で
あ
り
ま
す
0

私
は
先
年
水
戸
の
彰
考
館

に
ま
ゐ
っ
た
節
、
公
が
自
害
さ
れ
、
常
に
左
右
に
償
か
れ
た
マ
J

い
ふ
過
去
帳
セ
邦
見
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
帳
は
方
六

寸
、
厚
さ
五
六
分
位
の
も
の
で
、
月
初
の
一

H
よ
り
月
末
の
三
十
日
に
至
る
其
H
毎
の

H
附
の
所
に
、
上
は
天
子
の
尊

き
よ
り
下
は
藩
士
百
姓
の
末
に
至
る
ま
で
、
荀
も
公
の
知
り
給
へ
る
人
で
故
人
こ
な
っ
た
も
の
A

名
を
書
き
留
め
ら
れ

平
素
、
其
H
々
々
に
其
人
々
の
冥
禍
を
祈
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
の
罪
あ
b
て
手
刃
せ
ら
れ
た
紋
太
夫
其
人
の
名
ま
で
も
＂

此
の
過
去
帳
の
う
ち
に
自
背
せ
ら
れ
て
、
他
ビ
等
し
く
其
冥
禰
を
祈
ら
れ
た
公
の
心
事
の
公
明
正
大
さ
を
ぶ
親
し
く
邦
見

一七
Q
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し
ま
し
た
時
は
、
そ
の
偉
大
な
人
格
に
打
た
れ
て
、
唯
々
戚
嘆
の
外
な
く
、
思
は
す
落
誤
し
た
程
で
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
に
ま
た
公
の
心
事
の
公
朋
正
大
さ
を
知
る
こ
こ
の
出
来
る
の
は
、
公
り
壽
廠
の
碑
に
刻
ま
れ
た
一
文
で
あ
b
ま
す
、

公
は
致
仕
し
て
西
山
に
慇
居
さ
れ
た
年
に
、
歴
任
の
衣
冠
魚
帯
を
瑞
龍
山
先
登
の
側
に
埋
め
、
そ
の
上
に
壽
蔵
の
碑
セ

建
て
、
碑
面
に
は
自
ら
「
梅
里
先
生
募
」
マ
ニ
害
か
れ
、
刻
字
は
初
め
朱
を
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
に
金
泥
に
改
め
ら

れ
た
こ
い
ふ
こ
こ
で
あ
b
ま
す
。
そ
し
て
此
の
碑
陰
の
文
は
、
公
の
自
作
で
、
公
の
宿
志
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
誠

に
克
く
公
の
面
目
が
躍
如
こ
し
て
ゐ
る
一
大
文
字
で
あ
b
ま
す
°
私
は
親
し
く
宜
地
に
此
の
碑
セ
秤
し
、
且
つ
其
拓
本

を
求
め
蹄
り
、
こ
れ
セ
表
装
し
て
書
齋
の
床
に
掲
げ
、
日
夕
こ
れ
を
誦
し
て
公
の
高
徳
を
偲
ん
で
居
り
ま
す
。
左
に
そ

の
全
文
を
録
し
ま
せ
う
。

先
生
常
州
水
戸
産
也
、
其
伯
疾
、
其
仲
夭
、
先
生
夙
夜
陪
膝
下
、
戦
々
競
々
、
其
総
人
也
、
不
滞
物
｀
不
著
事
、
尊

紳
儒
而
駁
紳
伍
、
崇
佛
老
面
排
佛
老
，
常
喜
賓
客
，
殆
市
子
門
、
鉗
有
暇
讀
害
，
不
求
必
解
、
歓
不
款
歓
，
憂
不
憂
憂
｀

月
之
夕
、
花
之
朝
、
掲
酒
適
意
、
吟
詩
放
情
、
磐
色
飲
食
不
好
其
美
、
第
宅
器
物
不
要
其
奇
、
有
則
随
有
面
築
肯
、

無
則
随
無
而
晏
如
、
自
蛋
有
志
編
史
、
然
窄
書
可
徽
、
妥
捜
笈
購
、
求
之
得
之
、
徴
遵
以
稗
官
小
説
、
掘
賓
閾
疑
、

正
閏
皇
統
、
是
非
人
臣
、
輯
成
一
家
言
、
元
誅
庚
午
之
冬
、
累
乞
骸
骨
致
仕
、
初
養
兄
之
子
為
嗣
、
途
立
之
襲
封
、

先
生
宿
志
於
是
乎
足
交
、
既
而
逗
郷
、
帥
H
相
仮
瑞
龍
山
先
榮
之
側
、
痙
歴
任
之
衣
冠
魚
梢
、
載
封
載
碑
、
自
題
曰

梅
里
先
生
墓
、
先
生
之
塞
、
永
在
於
此
夫
、
嗚
呼
骨
肉
委
天
命
所
終
生
之
慮
、
水
則
施
魚
鼈
、
山
則
飽
禽
獣
、
何
用



十

吉

弘

足

下
＂ 

劉
伶
之
師
乎
哉
、
其
銘
日
、

西

lll 

隠

士

頓
首

ご
0

此
一
文
、
さ
す
が
に
公
の
自
作
で
あ
り
、
公
の
心
事
が
歴
然
こ
示
さ
れ
、
賓
に
貴
き
極
み
で
あ
る
マ
J

、
私
は
固

t

信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
公
は
此
の
自
作
の
文
章
一
篇
が
脱
稿
す
る
ご
同
時
に
、
左
の
通
り
の
書
翰
を
儒
臣
吉

此
度
下
官
壽
蔵
之
上
自
然
石
を
建
、
碑
面
に
梅
里
先
生
賂
こ
彫
申
候
°
就
夫
碑
陰
に
少
々
我
等
年
来
の
趣
意
を
刻
申

度
候
故
、
頃
H
致
下
曹
條
。
素
文
不
調
法
、
別
而
見
苦
候
へ
共
、
此
趣
は
従
佗
し
て
は
難
書
事
に
候
間
、
自
身
先
づ

下
書
致
候
、
投
殿
一
覧
に
て
、
思
ひ
寄
之
虞
御
座
候
は
ゞ
、
貼
削
所
希
血
3

是
は
萬
々
歳
歿
て
天
下
の
日
碑
に
預
申

事
に
候
間
、
必
々
無
腹
臓
御
巾
聞
可
給
候
°
儒
佛
之
論
此
ま
A

指
置
巾
度
候
、
定
而
足
下
之
氣
に
は
入
申
間
敷
<
J

存

候
、
後
々
は
沙
汰
に
而
不
苦
候
°
其
内
は
成
程
昔
密
に
致
候
問
、
親
子
兄
弟
へ
も
深
御
恨
に
而
可
給
候
。

ざ
0

公
の
心
事
は
此
の
害
中
に
躍
動
し
て
ゐ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

公
は
明
朝
の
遺
臣
之
爺
朱
舜
水
が
造
詣
深
い
大
儒
で
あ
る
こ
マ
J

を
聞
か
れ
、
寛
文
五
年
（
疇
担
芦
翌
琴
[
)
、
公
年
ー
―
-
+

入
歳
の
時
に
證
を
厚
う
し
て
之
を
江
戸
に
招
聘
し
、
師
<
J

し
て
道
を
問
ひ
、
講
學
に
勉
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
0

舜

弘
元
常
に
宛
て
A

送
ら
れ
た
の
で
し
た
。

月
雖
隠
瑞
龍
雲
、
光
暫
留
西
山
峰
、
建
碑
勒
銘
者
誰
、
源
光
岡
字
子
龍
。

一七



水
は
公
の
姉
遇
に
戚
激

L
、
老
の
身
を
公
に
捧
げ
て
其
の
指
導
啓
沃
に
全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。
舜
水
が
古
稀
の
齢
を

迎
へ
た
時
、
公
は
そ
の
壽
筵
を
後
栗
園
に
開
か
れ
た
の
で
あ

b
ま
す
。
ま
た
舜
水
が
病
ひ
に
臥
し
た
時
は
、
み
づ
か
ら

其
の
邸
に
臨
ん
で
疾
を
視
、
且
つ
使
者
を
造
は
し
て

H
々
の
病
朕
セ
問
は
せ
ら
れ
た
の
で
、
舜
水
は

ま
し
た
が
、
享
年
八
十
有
三
3

公
は
大
に
追
悼
さ
れ
、

「
古
よ
b
人
村
、
善
を
好
み
勢
ひ
を
忘
る
>
}
J
Jゞ

此
に
至
る
も
の
あ
ら
す
」

贔
泣
い
た
し
ま
し
た
0

か
く
て
舜
水
は
天
和
二
年
（
四
竺
琴
竪
五
）
四
月
十
七
H‘

遂
に
江
戸
駒
込
の
邸
で
亡
く
な
り

文
恭
先
生
ご
謡
し
て
瑞
龍

IIl下
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

双
は
先
年
、
瑞
龍
山
の
公
の
御
墓
に
衆
詣
し
ま
し
た
時
、
こ
の
舜
水
の
墓
に
も
獣
邦
い
た
し
ま
し
た
。
偲
ふ
る
所
に
よ

b
ま
す
ど
、
公
は
ま
だ
舜
水
の
木
像
を
作
ら
せ
、
こ
れ
を
瑞
龍
山
の
賓
庫
に
納
め
ら
れ
、
ま
た
舜
水
の
祠
堂
セ
駒
込
の

邸
内
に
作
ら
せ
、
み
づ
か
ら
臨
ん
で
こ
れ
を
祭
ら
れ
、
且
つ
そ
の
遺
文
若
干
怨
を
校
刻
さ
れ
て
、
そ
れ
に
は
「
門
人
源

光
閃
輯
」
ご
署
名
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
舜
水
の
所
謂
「
人
打
善
セ
好
み
勢
ひ
を
忘
る
A

こ
こ
此
に
至
る
も
の
あ
ら
す
」

t
は
、
具
に
公
い
心
事
を
い
ひ
得
た
も
の
ご
申
さ
ね
ば
な
ー
り
ま
せ
ん
0

か
く
て
舜
水
の
歿
後
十
四
年
、
元
腺
入
年
（
芯
碩

翌
且
）
に
は
、
舜
水
の
た
め
に
碑
を
建
て
ら
れ
．
そ
の
碑
面
に
は
公
み
づ
か
ら
「
明
徴
君
子
朱
子
墓
」
マ
J

題
さ
れ
、

喜
の
文
は
翌
晏
誓
泊
を
し
て
撰
ば
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
（
闘
翌

月
は
渦
つ
れ
ば
劇
け
、
花
は
疾
け
ば
散
る
0

人
生
一
百
載
の
壽
な
き
を
奈
何
せ
ん
0

公
は
元
緑
十
三
年
（
四
竺
訪
00五）

十
二
月
六
H‘

寅
の
後
刻
盆
呻
）
；
終
に
西
山
に
於
て
永
久
の
眠
b
に
就
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
0

年
七
十
又
三
、
病
氣

1

七一
1
1



は
今
日
の
胃
癌
で
あ
っ
た
さ
推
測
さ
れ
ま
す
0

聞
け
ば
媒
去
の
前
年
（
澁
+
)
、
秋
の
頃
か
ら
其
の
病
症
の
微
候
が
見
え
喩

翌
年
の
春
に
は
漸
次
食
慾
も
減
退
し
、
日
壻
し
に
衰
溺
が
加
は
り
、
十
月
に
は
重
病
の
報
が
傭
へ
ら
れ
ま
し
た
Q

で、

載
嗣
綱
條
公
は
江
戸
か
ら
蹄
省
せ
ら
れ
、
荊
軍
よ
b
は
態
々
慰
問
の
使
者
を
水
戸
を
遣
は
さ
れ
る
こ
ご
A
な
り
ま
し
た
。

か
く
ご
聞
か
れ
た
公
は
、
山
荘
に
あ
b
て
賠
軍
の
使
者
を
受
く
る
は
非
菌
な
り
こ
し
、
疾
を
力
め
て
乗
馬
に
跨
り
、
水

戸
城
に
入

b
て
上
使
マ
J

到
面
し
、
そ
の
謝
僻
を
陳
べ
ら
れ
た
の
で
あ
b
ま
す
。
こ
の
行
、
左
右
の
者
は
頻
に
駕
籠
を
命

せ
ら
れ
る
や
う
こ
巾
し
上
げ
ま
し
た
が
、
公
は
「
駕
籠
は
武
士
の
乗
る
べ
き
も
の
で
な
い
」
こ
て
、
そ
の
勘
め
を
断
然

に
斥
け
ら
れ
た
ご
偲
へ
ら
れ
ま
す
。
公
の
住
居
の
西
山
か
ら
水
戸
ま
で
は
、
行
程
凡
そ
五
里
半
、
し
か
も
公
は
乗
馬
で

往
復
さ
れ
た
の
で
し
た
0

私
も
此
の
西
山
マ
J

水
戸
ご
の
間
を
、
先
年
往
復
い
た
し
ま
し
た
が
、
往
路
は
太
田
ま
で
汽
車

そ
れ
よ
り
西
山
ま
で
は
自
動
車
で
赴
き
、
蹄
途
は
西
山
か
ら
水
戸
ま
で
自
動
車
を
駈
b
ま
し
た
°
往
復
十
一
里
の
此
の

逍
、
難
路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
は
七
十
＿
二
歳
の
老
齢
、
し
か
も
致
命
の
大
患
セ
憐
み
な
が
ら
、
武
士
の
本
分
で
あ

る
ビ
て
駕
籠
を
斥
け
、
乗
馬
で
往
復
さ
れ
た
豪
毅
の
精
神
は
、
洵
に
嘆
服
の
至

b
で
あ
り
ま
す
。
か
く
て
公
は
西
山
に

鯰
臥
さ
れ
て
後
、
次
第
に
重
態
に
陥
り
、
終
に
そ
の
年
十
二
月
六
H
、
山
荘
で
白
玉
棲
中
の
人
マ
J

な
り
、
そ
の
十
二
日

瑞
龍
J
J
l
先
登
の
傍
に
葬
り
、
私
に
義
公
ご
澁
せ
ら
れ
、
七
十
三
年
の
公
が
一
代
の
幕
は
閉
ぢ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
今
此
の
稿
を
結
ぷ
に
営
り
、
我
が
朝
廷
は
如
何
に
公
を
追
録
せ
ら
れ
た
る
か
を
書
き
添
へ
た
い
こ
思
ひ
ま
す
。

公
が
漉
去
の
後
一
百
一
1

一
十
餘
年
、
即
ち
天
保
三
年
（
麟
翫
翌
紐
）
壬
辰
九
月
十
一
―
-
H
、
仁
孝
天
泉
に
は
特
に
公
の
偉
功

一
七
四



一
七
五

「
朕
親
臨
観
光
例
齊
昭
等
遺
書
、
思
其
功
業
、
汝
昭
武
批
逍
志
、
其
能
盆
触
閻
」

し
た
。 二

位
」

「
嗜
義
之
至
、
修
身
之
潔
、
行
無
瑕
坊
、
學
通
古
今
、
閾
廷
之
諄
｀
久
戚
徽
烈
、
閻
里
之
部
、
永
仰
流
風
、
研
究
本
朝

典
籍
、
著
述
之
盛
、
事
大
成
、
票
及
稽
古
精
力
、
緒
餘
之
遺
迩
有
益
、
頑
此
先
賢
、
賞
其
奮
動
、
贈
以
櫂
大
納
言
従

竺
此
の
宜
命
は
決
し
て
幕
府
か
ら
奏
請
し
た
も
の
で
な
く
、
全
（
天
皇
の
理
慮
に
出
で
た
も
の
と
承
b
ま
す
。
そ
の

後
三
十
餘
年
、
明
治
二
年
（
四
竺
豆
匹
咋
）
己
已
十
二
月
二
十
五
H
、
明
治
天
皇
に
は
涎
に
左
の
宜
命
を
下
し
賜
は

b
ま

「
方
兵
革
始
息
、
文
放
未
明
之
時
、
首
唱
諄
王
之
大
義
、
正
君
臣
之
名
分
、
殊
壷
心
修
史
、
以
興
千
古
之
殷
典
、
追
戚

其
功
績
、
贈
従
一
位
」

同
六
年
（
紐
更
恥
芸
蒜
）
癸
酉
三
月
に
は
、
祠
を
水
戸
常
磐
の
里
に
廷
て
A

烈
公
を
合
祀
し
、
社
琥
セ
常
磐
神
社
こ
す
る

こ
こ
を
許
さ
れ
、
同
七
年
（
麟
翫
琴

g)甲
戌
十
月
に
は
、
公
に
高
譲
味
逍
根
命
の
神
琥
セ
賜
は
り
、
翌
入
年
（
心
直
正

碑
巽
仁
）
乙
亥
四
月
四
H
に
は
、
車
駕
。
東
京
小
梅
の
水
戸
邸
に
臨
幸
あ
b
、
公
及
び
烈
公
の
遺
曹
天
覧
あ
り
て
叡
威

浅
か
ら
す
、
裔
孫
昭
武
に
到
し
、
次
の
勅
語
を
賜
は
っ
た
の
で
あ
b
ま
す
。

ピ
0

洩
れ
承
る
虞
に
よ
b
ま
す
と
、
陛
下
に
は
、
此
の

H‘

此
の
勅
語
を
賜
ひ
て
後
、
御
製
の
御
復
案
が
成
り
ま
し
た

を
追
鎌
せ
ら
れ
、
使
を
差
遣
し
て
左
の
宣
命
を
賜
は
b
ま
し
た
。



の
で
、
侍
座
の
三
條
賓
芙
卿
を
顧
み
た
ま
ひ
、
御
製
の
筆
記
セ
命
せ
ら
れ
た
の
で
あ
b
ま
し
た
が
、
咄
嵯
の
折
柄
ご
て

卿
は
徳
川
家
接
伴
委
員
が
腰
に
し
て
ゐ
た
矢
立
セ
借
受
け
、
半
紙
を
の
べ
て
、

さ
ら
／
＼
ご
仰
の
ま
A

に
書
き
認
め
、

陛
下
の
御
覚
に
供
へ
ら
れ
た
を
、
陛
ド
は
一
見
、
徐
に
酋
肯
ぜ
た
ま
ひ
、
こ
れ
を
常
主
昭
武
に
賜
は
っ
た
の
で
あ

b
ま

ご
0

か
く
て
陛
下
は
遠
幸
の
後
雨
に
辰
筆
・
を
以
て
此
の
御
製
を
短
冊
に
遊
ば
し
た
の
を
下
し
賜
は
り
、
現
に
水
戸
家
に

珍
襲
さ
れ
て
を
り
ま
す
。
滸
胤
以
末
、
水
戸
家
は
代
々
勤
王
の
心
盛
し
浅
か
ら
ざ
り
し
が
、
今
や
理
天

f
の
御
鑑
賞
に

あ
づ
か
り
、
無
上
の
面
目
を
施
し
た
の
で
あ

b
ま
す
、

明
治
十
五
年
（
臼
輝
]-5
堅
竺
壬
午
十
二
月
に
は
、
延
に
勅
あ
り
、
常
磐
神
社
を
別
格
官
幣
祉
に
列
せ
ら
れ
、
同
一
―
-
+

三
年
（
娼
竺
豆
匹
店
）
庚
子
十
一
月
、
車
駕
、
常
陸
の
笠
間
に
行
幸
の
時
、
特
に
勅
使
御
差
逍
あ
り
、
瑞
龍
山
な
る
我
が

義
公
の
瑣
路
に
就
き
、
正
一
位
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
領
叩
は

「
夙
二
皇
逍
ノ
隠
晦
ヲ
慨
ヒ
、
深
ク
武
門
ノ
騎
盈
ヲ
恐
レ
、
名
分
ヲ
明
ニ
シ
テ
、
志
ヲ
筆
削
二
託
ジ
、
正
邪
ヲ
辮
シ
テ
、

意
ヲ
勧
懲
＿
一
致
セ
リ
、
洵
二
是
ど
勤
王
ノ
侶
涵
＂
―
-
シ
テ
、
官
二
復
古
ノ
指
南
ク
リ
、
朕
適
々
常
陸
二
幸
・
シ
、
追
念
轄

ご
。
義
公
逝
い
て
二
＂
年
、
こ
の
優
詔
セ
賜
る
。
い
か
に
公
が
大
人
格
者
で
あ
っ
た
こ
マ

J

が
察
せ
ら
る
A

で
は
あ
り
ま

々
切
ナ
リ
、
更
―
―
正
一
位
ヲ
贈
リ
、
以
テ
朕
ヵ
慈
ヲ
明
ニ
ス
ー
｝

花
ぐ
は
し
櫻
も
あ
れ
·
~
J此宿
の
代
々
の
心
を
我
は
こ
ひ
け
b

す
。
そ
の
御
製
は

一
七
六



草
の
葉
に
其
程
々
に
骰
＜
蕊
の
落
つ
る
は
同
じ
人
の
世
の
中

事
足
れ
ば
足
る
に
任
せ
て
事
足
ら
す
足
ら
で
事
足
る
身
こ
そ
安
け
れ

古
歌
に

は
善
し
Q

十
分
は
必
す
こ
ば
る
>
ご
畑
る
べ
し
。

光

拶I

公

家

訓

一
七
七

そ
の
後
一
二
十
年
、
今
上
陛

F
、
常
陸
の
野
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
公
及
び
水
戸
家
累
世
の
忠
誠
を
嘉
し
た
ま
ひ
、
特

に
水
戸
の
捻
川
家
を
公
爵
に
陸
叙
あ
り
し
こ
ご
は
、
誠
に
以
て
一
門
の
光
榮
マ
J

巾
す
べ
き
こ
こ
で
あ

b
ま
す
。

私
は
筆
セ
欄
く
に
際
し
、
延
に
荘
に
公
の
家
訓
を
掲
げ
以
て
自
級
ご
し
た
い
9
J

存
じ
ま
す
。

苦
は
栗
の
種
、
栗
は
苦
の
種
こ
畑
る
べ
し
。
主
人
ご
親
は
無
理
な
る
も
の
ご
思
へ
、
下
人
は
足
ら
ぬ
も
の
さ
思
へ
。

子
程
に
親
を
思
へ
、
子
な
き
者
は
身
に
校
べ
て
近
き
手
本
マ
J

す
べ
し
Q

色
ご
酒
こ
は
敵
マ
J

知
る
べ
し
0

掟
に
恐
れ
よ
0

火
に
恐
ぢ
よ
u

無
分
別
者
に
恐
ぢ
よ
°
堪
刃
心
を
忘
る
A

こ
こ
な
か
れ
。
朝
寝
す
べ
か
ら
す
深
く
典
言
す
べ
か
ら
す
。

物
哨
す
べ
か
ら
す
。
被
官
は
家
を
定
め
よ
、
主
人
は
被
官
に
慈
悲
せ
よ
0

分
別
は
堪
忍
に
あ
り
こ
知
る
べ
し
。
九
分

せ
ん
か
。


